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ン
テ
ス
ト
２
０
２
６
」
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
全
国

８
地
域
を
舞
台
に
、
次
世
代

を
担
う
学
生
が
Ａ
Ｉ
や
ク
ラ

ウ
ド
技
術
を
活
用
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
挑
む
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
今
年
は
「
Ａ

Ｉ
で
地
域
の
課
題
を
解
決
せ

よ
」
が
テ
ー
マ
。

　
田
中
さ
ん
は
広
島
県
で
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
買

い
物
が
困
難
な
高
齢
者
を
支

援
す
る
サ
ー
ビ
ス
「
ま
ち
か

ど
便
」
を
提
案
し
、
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。

　
一
方
、
肥
田
さ
ん
と
田
澤

さ
ん
の
チ
ー
ム
は
、
静
岡
県

で
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
地
域

に
眠
る
資
源
を
活
用
す
る
マ

ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ａ
Ｉ

ま
ち
資
源
バ
ン
ク
」
を
提
案

し
、
同
じ
く
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。

　
３
人
は
８
月
に
各
地
域
で

開
催
さ
れ
た
「
Ａ
Ｗ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
社
会
実
現
ツ
ア
ー
２
０

２
６
」
に
招
待
さ
れ
、
審
査

員
や
来
場
者
を
前
に
、
自
ら

開
発
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　
田
中
さ
ん
は
「
自
分
の
ア

イ
デ
ア
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

実
現
さ
せ
る
貴
重
な
経
験
が

で
き
た
」、
未
経
験
か
ら
の

挑
戦
だ
っ
た
と
い
う
肥
田
さ

ん
は
「
Ａ
Ｗ
Ｓ
の
指
導
も
あ

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
達

成
感
を
得
た
」
、
田
澤
さ
ん

は
「
今
後
も
身
近
な
課
題
に

目
を
向
け
な
が
ら
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い

価
値
の
創
出
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
海
外
の
日
本
語
学
習
者
を

対
象
と
し
た「
秋
期
日
本
語
・

日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ

Ｌ
Ｃ
）」
お
よ
び
「
日
本
理

解
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｂ
Ｃ
Ｌ
）」

が
９
月
21
日
に
開
講
し
た
。

両
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
合
計
11

カ
国
・
地
域
か
ら
24
人
が
参

加
。
12
月
ま
で
の
12
週
間
、

日
本
語
や
日
本
の
文
化
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
る
。

　
Ｊ
Ｌ
Ｃ
は
、
日
本
語
学
習

者
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
短
期
留
学
生
は
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
国
際
交
流
会
館

で
生
活
し
、
レ
ベ
ル
に
応
じ

た
日
本
語
学
習
に
加
え
、
午

後
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
は

日
本
文
化
に
触
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

る
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｌ
は
、
本
学
の
国
際

交
流
協
定
校
か
ら
の
留
学
生

が
対
象
。
Ｊ
Ｌ
Ｃ
の
内
容
に

加
え
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
や

文
化
に
つ
い
て
英
語
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

　
21
日
は
国
際
交
流
会
館
で

開
講
式
と
歓
迎
会
が
行
わ
れ

た
。
開
講
式
で
は
、
日
本
語

講
師
陣
の
紹
介
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
国
際
交
流
事
務
課
の

ベ
ン
・
ノ
ー
ト
ン
さ
ん
が
あ

い
さ
つ
。
自
身
が
Ｂ
Ｃ
Ｌ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の

受
講
生
だ
っ

た
経
験
を
踏

ま
え
、
留
学

生
に
日
本
で

の
生
活
を
楽

し
む
よ
う
呼

び
か
け
た
。

ま
た
、
神
奈

川
県
警
多
摩

警
察
署
の
担

当
者
が
、
ト

ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な

い
た
め
の
注

意
点
に
つ
い

て

講

話

し

た
。

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
ま
ち
づ
く
り
Ｇ
Ｄ
Ｘ
研

究
拠
点
主
催
の
市
民
公
開
講

座
（
全
５
回
）
が
８
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
開
講
中
だ
。

川
崎
市
多
摩
区
と
の
地
域
連

携
事
業
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
の
５
教
員
が
講
師

を
務
め
、
学
生
主
体
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
３
回
の
９
月
19
日
は
、

中
山
俊
特
任
教
授
が
「
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
し
た
持
続
可
能

な
都
市
の
実
現
に
向
け
て
」

と
題
し
て
講
演
。「
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
」
を
切

り
口
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
現

在
と
未
来
を
展
望
し
た
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
、
位
置
に
関

す
る
情
報
を
持
つ
デ
ー
タ
を

加
工
・
管
理
・
分
析
す
る
シ

ス
テ
ム
技
術
を
指
す
。
Ａ
Ｉ

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

防
災
・
減
災
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
、
自
動
運
転
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
応
用
が

可
能
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
多
様
な
社
会
課
題
の
解

決
や
生
産
性
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
解
説
し
た
。

　
中
山
研
究
室
の
学
生
が
開

発
し
た
「
さ
わ
れ
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
た
。
地
図
上
の
建

築
模
型
を
動
か
し
た
り
入
れ

替
え
た
り
す
る
と
、
ウ
ェ
ブ

カ
メ
ラ
が
建
物
の
位
置
や
種

類
を
認
識
し
、
人
流
の
変
化

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
予
測
・

可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
受
講
者
は
、
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用

方
法
を
、
模
型
に
さ
わ
っ
て

直
感
的
に
学
ん
で
い
た
。

　
商
学
部
・
渡
邊
隆
彦
ゼ
ミ

で
マ
ー
ケ
ッ
ト
分
析
を
学
ぶ

４
年
次
生
の
田
中
詞
也
さ

ん
、
肥
田
祐
紀
さ
ん
、
田
澤

夏
輝
さ
ん
が
、
今
夏
開
催
さ

れ
た
ア
マ
ゾ
ン
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
ジ
ャ
パ
ン
（
Ａ
Ｗ
Ｓ
ジ

ャ
パ
ン
）
主
催
の
「
地
域
創

生
・
社
会
課
題
解
決
Ａ
Ｉ
コ

中山研究室の学生が開発した「さわれるＧＩＳ」

デ
ジ
タ
ル
活
用
し
地
域
課
題
解
決

　
本
学
の
研
究
機
関
で
あ
る
社
会
知
性

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
は
今
年
度
、
「
ま

ち
づ
く
り
Ｇ
Ｄ
Ｘ
研
究
拠
点
」
を
設
置

し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
に
所

属
す
る
研
究
者
が
中
心
と
な
り
、
人
や

地
球
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
在

り
方
を
探
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
は
、
３
年

次
の
演
習
科
目
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

補
完
す
る
教
育
活
動
と
し
て
、
２
０
２

４
年
度
に
ラ
ボ
を
創
設
。
年
次
を
ま
た

い
だ
知
識
・
技
術
の
継
承
な
ど
を
推
進

し
て
き
た
。
新
た
に
設
置
し
た
研
究
拠

点
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ラ
ボ
の
成

果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
の
理
念
で
あ
る
「
サ
イ
バ
ー
空

間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
の
融
合
」
の
実

現
に
資
す
る
新
た
な
知
を
創
出
す
る
。

社会知性開発研究センターに設置

体験スペースで大学生の研究に触れる子どもたち

ＦａｂＬａｂ ＩＫＵＴＡでレーザーカッターを見学

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
と
三
田
こ

ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
（
川
崎
市
）
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
大
学
を
見

に
行
こ
う
」
が
７
月
29
日
に
行
わ
れ
た
。

　
小
学
生
を
中
心
に
約
30
人
が
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
の
サ
ロ
ン
や
ラ
ボ

を
訪
問
。
子
ど
も
た
ち
は
、
大
学
生
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
無
人
コ
ン

ビ
ニ
「
Ｎ
Ｅ
ｓ
ｔ.

（
ネ
ス
ト
）
」
で
の
買

い
物
、
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、

学
生
が
制
作
し
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
体
験

し
、
大
学
生
の
研
究
に
触
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
同
学
部
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
ラ
ボ
」
と
必
修
演
習
科
目

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
協
力
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
ラ
ボ
の
川
口
瑞
葉
さ
ん
（
４
年

次
）
は
「
成
果
物
を
体
験
し
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
参
考
に
な
っ
た
。
工
作

や
遊
び
を
通
し
て
、
情
報
学
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
感
想

を
述
べ
た
。

　
小
田
切
健
太
教
授
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
学
部
は
学
び
の
範
囲
が
広
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
域
に
貢
献
で
き

る
。
今
後
も
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と

し
て
、
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と

展
望
を
語
っ
た
。

寮生活を共にする留学生と日本人学生

短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

留
学
生
が
日
本
語
や
日
本
文
化
学
ぶ

留
学
生
が
日
本
語
や
日
本
文
化
学
ぶ

▲
　
静
岡
大
会
で
入
賞
し
た
田
澤
さ
ん
（
中
央
）
と

　
　
肥
田
さ
ん
（
右
）

▶
　
広
島
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

　
　
田
中
さ
ん
（
右
）

商・渡邊隆彦ゼミ
４年次生３人が優秀賞

ＡＷＳジャパン主催ＡＷＳジャパン主催
地域創生・社会課題解決ＡＩコンテスト地域創生・社会課題解決ＡＩコンテスト２０２６２０２６

コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
「
大
学
を
見
に
行
こ
う
」
開
催

ネ
ッ
ト
情
報 

× 

三
田
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

まちづくりＧＤＸ研究拠点

多
摩
区
で
市
民
公
開
講
座
を
開
講

会
知
性
開
発

会
知
性
開
発

社社
研
究
セ
ン
タ
ー


